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イ
ギ
リ
ス
炭
鉱
固
有
化
の
実
績
と
問
題
点

周
知
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
旦
炭
鉱
業
は
、
一
九
四
己
年
、
労
働
党
政
府
に

よ
〉
て
国
有
化
さ
れ
、
今
日
ま
で
す
で
に
十
数
年
白
歴
史
を
も
っ
て
レ
る
。

わ
た
く
し
は
本
稿
に
お
い
て
、
そ
の
実
績
を
検
討
し
て
、
若
干
の
問
題
点

を
指
摘
し
た
い
と
お
も
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
さ
き
だ
っ
て
、
つ
ぎ
の

諸
点
を
あ
ら
か
じ
め
強
調
し
て
お
き
た
い
。
川
別
問
有
化
前
に
大
部
分
の
炭

鉱
町
一
設
備
が
老
朽
化
し
、
近
代
化
が
お
く
れ
て
い
た
こ
と
、

ω旧
炭
鉱
主

に
土
い
し
て
有
利
な
補
償
が
支
払
わ
れ
た
こ
と
、

ω全
国
石
炭
庁
白
委
員

会
に
旧
官
僚
や
大
会
社
重
役
が
選
ば
れ
、
労
働
者
の
経
常
参
加
が
拒
否
さ

れ
た
こ
と
。

き
て
、
固
有
化
後
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
炭
鉱
業
の
実
績
は
、
第
一
訟
の

一
四
ナ
と
お
り
、
二
つ
白
時
期
に
わ
け
て
考
察
す
る
と
と
が
で
き
る
。
す
な

わ
ち
、
一
九
四
七
J
五
二
年
の
出
炭
高
上
昇
期
と
そ
れ
以
後
の
出
炭
高
停

滞
期
で
あ
る
。イ

ギ
リ
ス
炭
鉱
固
有
化
の
実
蔵
、
と
問
題
点

h
リ
ー

.is三

尚

け
一
九
四
七

1
五
一
年
の
段
階
に
お
い
て
出
炭
高
増
大
を
可
能
に
し

た
要
因
は
、
労
働
力
の
補
充
、
労
働
時
間
の
延
長
、
労
働
強
化
な
ど
、
総

じ
て
大
き
な
投
資
を
必
要
と
し
な
い
直
接
的
労
働
強
化
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
う

L
た
労
働
強
化
に
よ
る
出
炭
高
増
大
は
、
五
二
年
頃
に
応
町
一
限
界

に
近
づ
き
つ
つ
あ
っ
た
k
推
定
さ
れ
る
。

制
こ
の
よ
う
な
戦
俸
の
石
炭
危
機
克
服
の
た
め
の
労
働
強
化
が
限
界

に
達
ず
る
と
、
つ
ぎ
に
長
期
的
出
野
に
た
っ
た
炭
鉱
の
生
産
設
備
の
近
代

化
計
画
が
日
程
に
の
ぼ
っ
て
く
る
。
五
三
年
以
降
と
く
に
炭
鉱
に
や
い
す

る
資
木
投
下
が
急
増
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
を
弘
吉
き
す
る
も
の
で
あ
る
@

H
H

し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
に
は
機
械
化
に
よ
る
生
産
性
の
土
井
が
み

ら
れ
た
が
、
出
炭
一
両
は
全
体
と
し
て
む
し
ろ
減
少
の
傾
向
に
あ
っ
土
。
そ

の
原
因
は
、
主
と
し
て
労
働
力
の
不
足
、
勤
労
意
欲
の
低
下
、
労
働
争
議

の
頻
発
な
ど
、
要
す
る
に
労
働
問
題
に
あ
っ
た
k
思
わ
れ
る
。

以
下
に
お
い
て
、
わ
十
く
し
は
こ
れ
ら
白
炭
鉱
合
理
化
の
諸
段
階
と
そ

の
内
容
を
さ
ら
に
立
入
っ
て
考
察
し
よ
う
と
お
も
う
。

第
八
十
八
巻

第
一
キ



イ
ギ
り
ス
炭
鉱
国
有
化
の
淀
置
と
問
題
点
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第
人
十
八
巻

四

第
一
号

四

ω
こ
の
点
に
の
つ
い
て
は
、
剖
え
ば
西
沢
高
夫
、
凶
有
化

問
題
白
研
究
、
昭
和
二
三
年
参
照
。
主
た
一
九
五
一
年

ま
で

O
炭
鉱
国
有
化
の
実
績
に
つ
い
て
は
、
中
村
忠
一

「
英
国
に
於
け
る
右
炭
固
有
化
政
策
に
か
ん
す
る
一
考

察
」
(
経
済
論
叢
第
七
三
巻
第
五
号
)
に
く
わ
し
し
。

主
た
最
近
に
お
け
る
固
有
化
産
業
の
批
判
に
つ
い
亡
は

門
口
〈
⑦

]EWME)
司。君。

H
E
匹。

H
C出一

z
g
参
照
ロ

ω
出
且

HEP-
円
。
己
目
。
民

P
E
H
E
P
-
出

4
0
1
守司

戸
田
町
田
、

]
U
H
C

ま
ず
最
初
に
国
有
化
以
降
一
九
五
二
年
ま
で
の
出
炭
高
上

昇
を
可
能
な
b
し
め
た
労
働
時
聞
の
延
長
な
ら
び
に
労
働
強

化
に
つ
い
て
柚
副
し
よ
う
。
一
九
凹
七
年
匁
、
に
は
じ
ま
ゐ
石

炭
危
機
が
ま
す
ま
す
傑
刻
化
し
、
政
府
の
反
イ
ン
フ
レ
政
策

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漸
次
イ
ン
フ
レ
の
重
圧
が
増
し
て
き
た

た
め
、
低
コ
ス
ー
に
よ
る
哨
産
の
要
求
が
、
い
よ
い
よ
緊
急

性
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
政
府
は
、
一
方
に

お
い
で
労
働
時
間
の
延
長
に
強
制
的
措
置
を
と
る
と
と
も
に
、

他
方
に
お
い
て
賃
金
引
上
げ
を
抑
制
す
る
政
策
を
と
っ
た
。

前
者
か
ら
み
て
い
き
た
い
。

(

A

)

労
働
時
開
戦
後
イ
ギ
リ
ス
炭
鉱
業
に
お
け
る
週

主
日
労
働
日
制
の
実
施
を
め
ぐ
り
全
国
石
炭
庁

(
N
C
B〉
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と
労
鉱
労
働
糾
合
(
N
U
M
〉
と
の
聞
で
世
捗
が
続
け
ら
れ
た
が
、
つ
い

に
一
九
四
七
年
五
月
五
日
か
ら
他
産
業
に
き
き
が
け
て
実
施
さ
れ
ね
G

し

か
し
、
ま
す
主
す
深
刻
と
な
る
石
炭
危
機
に
直
面
し
た
政
府
は
、
週
五
日

労
働
日
制
の
実
施
は
同
期
尚
甲
だ
と
考
え
な
お
し
、
基
幹
産
業
に
た
い
し

て
労
働
時
間
の
延
長
と
増
産
を
要
望
し
た
た
め
、
N
U
M
は
い
も
お
う
一

一
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
六
カ
月
間
と
レ
う
期
限
つ
き
で
労
働
時
間
の
延

長
を
承
認
す
る
己
主
と
な
っ
た
。
と
己
ろ
が
こ
の
「
労
働
時
間
延
長
協
定
」

(
何

U
5
3
2
0ロ
邑
問
。
日
切
除
唱

2
E
Eろ
は
、
そ
れ
以
後
毎
年
更
新
さ

れ
た
た
め
、
週
五
日
労
働
日
制
は
実
際
に
お
い
て
棚
上
げ
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
協
定
に
も
と
ず
く
出
来
高
は
、
土
限
労
働
に
よ
る
も
の
の
み

イ
ギ
リ
ス
炭
鉱
阿
有
化
の
安
積
と
問
題
点

を
と
勺
て
も
毎
年
一
二

C
C万
l
ン
に
述
す
る
か
ら
、
石
炭

危
機
の
回
避
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
可
制
。

(

B

)

賃
金
固
有
化
の
の
ち
最
初
の
賃
金
交
渉
が
お
こ

な
わ
れ
た
L

と
き
、
あ
た
か
も
労
働
常
政
府
は
イ
ン
フ
レ
的
傾

向
を
阻
止
す
る
た
め
に
賃
金
抑
制
政
策
を
検
討
中
で
あ
っ
た
u

r

」
れ
は
、
一
九
四
八
年
二
月
ス
タ
ッ
フ
ォ
ー
ド
ク
リ
ッ
ア

ス
仰
の
名
k
結
び
つ
け
ら
れ
る
賃
金
凍
結
政
策
と
し
で
実
施

さ
れ
、
一
九
五

O
年
末
に
い
た
る
ま
で
の
期
間
、
賃
金
引
上

げ
を
著
し
〈
制
約
す
る
こ
と
に
な
っ
九
。
こ
の
賃
金
凍
結
政

策
が
い
か
に
有
効
で
あ
ヮ
た
か
は
、
そ
れ
以
前
の
九
カ
月
聞

に
賃
金
指
数
が
五
%
上
昇
し
た
の
に
た
い
し
、
こ
の
政
策
実

施
後
の
二
年
半
に
わ
ず
か
五
件
し
か
上
荊
し
な
か
っ
た
と
い

う
主
主
ら
、
十
分
理
解
す
る
こ

ιが
で
き
恥
。

国
有
化
後
に
お
け
る
炭
鉱
業
の
賃
金
は
、
こ
り
よ
う
な
一
般
的
政
策
に

よ
っ
て
大
き
く
制
約
さ
れ
た
こ
之
は
、
や
む
を
え
な
い
と
し
い
え
よ
う
が
、

と
く
に
石
炭
庁
は
、
い
き
や
政
府
の
機
関
で
あ
る
か
ら
、
政
府
の
公
式
政

筑
に
反
す
る
よ
う
な
賃
金
引
上
げ
は
、
ど
う
し
て
も
自
制
せ
ざ
る
を
え
な

い
状
態
に
お
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
ロ
第
二
表
は
、
一
九
凶
六
年
以
降
に
お

け
る
炭
鉱
業
の
賃
金
の
動
き
を
他
産
業
の
そ
れ
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
u

こ
れ
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
固
有
化
後
六
年
間
に
坑
夫
は
、
か
ろ

う
じ
て
他
産
業
の
賃
金
土
井
に
歩
調
を
あ
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
に
す
ぎ

な
い
。
さ
ら
に
こ
の
期
間
に
お
け
る
約
四
六
%
の
坑
夫
賃
金
白
土
井
も
、

第
λ
十
λ
巻

王

第
一
号

豆王



イ
ギ
リ
ス
以
拡
同
有
他
の
実
績
と
同
組
長

1946-53 同
一
期
聞
の
四

O
%の
小
売
物
価
指
数
の
上
井
主
い
う
相
殺
要
悶
を
考
慮

に
い
れ
る
な
ら
ば
、
実
に
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
い
え
ノ
る
。

坑
夫
の
賃
金
は
、
つ
ね
に
全
産
業
の
中
で
首
位
を
し
め
て
い
に
と
は
い

え
、
第
一
一
位
の
自
動
車
工
業
の
労
働
者
よ
り
わ
ず
か
に
四
鴨
高
か
っ
た
に

す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、

こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の

全
炭
鉱
平
均
に
つ
い

て
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
中
に
は
坑
内
夫

と
坑
外
夫
の
問
中
地

区
同
に
担
け
る
は
な

は
だ
し
い
資
金
格
差

が
ふ
く
ま
れ
て
お
り
、

坑内去最低賃金指数と全労働者宜主指数

一一坑内去最低賃金指数

ーーー全産業賃金指数

第二表

140 

130 

120 

110 

150 

100 

19:ヲ31952 1951 1946 1947 1948 1949 1%0 

Baldwin， op. cit. p. 153より

こ
れ
を
無
税
し
た
平

均
数
値
目
比
瞭
は
無

意
味
に
近
い
。
事
実
、

全
炭
鉱
労
働
者
の
六

割
を
し
め
る
日
給
労

働
者
の
な
か
に
は
、

全
国
最
低
賃
金
す
ら

え
て
い
な
い
労
働
者

が
大
き
な
割
合
を
し

第
八
十
八
巻

め
て
い
る
。
出
来
高
給
労
働
省
は
比
較
的
高
賃
金
に
め
ぐ
ま
れ
た
と
は
い

え
、
そ
れ
は
「
区
割
請
負
仙
の
採
用
に
主
も
な
う
労
働
強
化
と
結
び
つ

け
ら
れ
て
い
た
こ
k
h
z
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

(

C

)

労
働
災
害
労
働
時
闘
の
延
長
ー
と
労
働
の
強
化
は
、
労
働
者
の

過
労
お
よ
び
体
力
の
消
耗
を
結
呆
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
進
ん

で
労
働
災
害
の
推
移
を
顧
み
る
必
要
が
あ
る
。

国
有
化
後
、
労
働
者
の
安
全
と
保
健
に
特
別
の
注
意
が
は
ら
わ
れ
、
抗

内
通
気
、
坑
内
支
柱
、
燈
明
、
爆
発
物
使
川
な
ど
に
改
善
が
お
こ
な
わ
れ

た
こ
》
」
は
、
事
実
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
災
害
車
は
者
千
減
山
少
し
つ
つ
あ

る
と
は
い
え
、
な
お
毎
年
四

0
0人
前
後
の
死
亡
者
と
二

0
0
0人
に
の

ぼ
る
負
傷
省
官
出
し
て
い
る
状
熊
で
あ
る
む

以
上
述
べ
て
き
た
ご
と
く
、
固
有
化
後
の
数
年
間
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス

炭
鉱
業
の
最
大
の
課
題
は
、
い
か
に
し
て
速
か
に
戦
後
の
石
炭
不
足
を
克

服
す
る
か
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
さ
し
あ
た
り
労
働
者
に
た
い
し
労
働
時

聞
の
延
長
と
労
働
強
化
合
強
い
る
こ
と
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。

L
か
L
こ

う
し
た
方
途
に
よ
る
出
炭
高
の
増
大
に
は
台
の
ず
か
ら
な
る
限
界
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
つ
ぎ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
一
環
と
し

て
長
期
的
な
炭
鉱
業
再
建
計
画
官
樹
立
し
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
炭
鉱

の
生
原
技
術
過
程
の
合
理
化
が
は
か
ら
れ
る
こ
主
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

ノ、

第
一
日

J、

ω
週
五
日
労
働
日
制
の
要
求
は
す
で

r
全
英
坑
夫
連
盟
の
一
ー
刀
一
一

年
大
会
G
決
議
さ
れ
て
い
た
(
匂
〉
ヨ
。
庁
、
冨
E
0
2
3
2
ω

丘

ω可
ロ
mwmr-
司

司

口

凶

日

)

。



∞
労
働
時
間
延
長
の
内
容
は
、
土
曜
封
働
と
超
過
勤
務
で
あ
り
、
一

九
五
八
年
に
石
版
過
剰
に
転
ず
る
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

ω
H宮
何

わ

C
ロ
C
E
Z
F
ぃ

Z
E
E
-
E広

川
刊
口
出
国
巳
P
Z口
一
回

OMAOロ
品
目
巳
己
ロ
巳
H
m
E
5ロ
己
民
同
し
ら
σ
O
G
H

】

U
E
E
o目
白
。
阿
国
同
↑
t
m
y
h。
巴
一
呂
町
四
℃
同
日
目

ω
口

口

出

円

。

-3
目
HOMVC
三
宅
日

n
o
E
5
5ロ
C町
出
口
件
伸
長

戸
田
印
。

-H〕

MHmv

川

W

P

E

P

-
仏
当

H
P
。℃

2
f
H
4
H
t
H
U
H

的
「
区
割
詰
負
制
」
は
、
従
来
の
仰
人
能
率
制
に
と
も
な
う
す
l
人

ヮ
l
グ
の
欠
如
お
よ
び
出
休
前
負
制
に
と
も
な
う
何
人
能
串
刺
散
の

欠
如
を
回
避
す
る
た
め
り
二
回
か
ら
の
労
働
強
俗
で
あ
り
、
ヨ
ー
ク

シ
ア
の
い
く
つ
か
の
組
合
史
的
に
、
ょ
の
採
用
を
拒
有
し
た
ハ
切
糾
E
1

4
4
』口

O
M
U
2仲
』

]VHJ3)。

納

豆

E
Eロ
巳

hep-
出
O
E
P
K
Fロ
ロ
ロ
己
同
品
。
ユ

HC円
H
u
gヨ
同
UHV

由

H
l
l
N

ω
そ
の
最
初
の
計
画
案
は
、
一
九
五
む
年
一

C
刀
石
炭
片
よ
り
公
表

さ
れ
た
=
戸
伊
口
同
。
吋

pop-
一
一
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
り
計
画
。
見

通
し
が
楽
融
的
す
ぎ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
一
九
荒
六
卑
に
そ

の
改
一
訂
計
画
案

E
E
Z
E
E
∞
E
門
C
P】
コ
が
発
表
さ
れ
た
。
こ

の
改
訂
り
経
緯
に
つ
い
て
は
、
出
門
戸

E

2

E
ロ
四
百
円
い
C
E

勺
円
。
明
叶
⑦
λωωPD仏
℃
同
O
U
H
u
o
n
z
u口ハ
H21tH⑦
℃
E
ロ
片
。
H
円
。
己
』
一
巳
甲
山

幸
照
P

イ
ギ
り
ス
炭
鉱
凶
有
化
の
会
顕
在
問
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点
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イ
ギ
リ
ス
雌
鉱
国
有
化
の
実
読
と
問
題
点

す
で
に
戦
後
の
合
理
化
の
基
本
方
向
が
う
ち
だ
さ
れ
た
こ
k
は
た
し
か
で

あ
り
、
私
有
制
の
も
と
で
破
局
的
に
低
下
し
た
生
産
能
率
が
着
実
に
上
昇

し
て
い
る
こ
と
を
知
巾
う
る
@
以
下
、
さ
ら
に
固
有
化
後
。
炭
鉱
合
理
化

2
 

の
内
実
を
検
討
し
よ
う
。

川
新
坑
開
発
炭
鉱
業
に
は
年
間
約
四

0
0万
ト
ン
に
の
ぼ
る
生
産

能
力
の
夜
失
が
あ
り
、
こ
れ
を
お
ぎ
な
う
た
め
に
は
、
新
坑
の
開
車
京
必

要
で
あ
る
。
石
炭
庁
の
試
錐
事
業
は
、
国
有
化
前
の
約
二

O
倍
。
焼
模
で

お
こ
な
わ
れ
て
い
私
。
一
九
五
八
年
末
ま
で
に
三
五
の
新
立
坑
が
開
発
さ

1

4

 

れ
た
ほ
か
、
ニ

O
の
す
坑
が
阿
発
中
で
あ
る
。
新
鉱
お
よ
び
新
J
J
L

坑
か
ら

の
出
炭
高
は
、
四
五

O
万
ト
γ
に
達
し
て
お
り
、
す
べ
て
が
完
成
し
て
操

業
を
開
始
す
れ
ば
、
年
間
約
二
二

0
0万
ト
ン
の
出
炭
が
可
能
だ
と
伝
え

5
 

ら
れ
て
い
る
。

ω
動
力
積
込
機
白
普
及
炭
鉱
業
に
お
け
る
生
産
能
率
を
最
終
的
に

決
定
す
る
も
の
は
、
切
羽
に
お
け
る
採
炭
の
能
率
明
に
あ
る
。
固
有
化
前
に

コ
ー
ル
・
カ
ザ
タ
1
お
よ
び
コ
ン
ペ
ア
は
か
な
り
広
く
使
胤
さ
れ
て
い
た

が
、
積
込
み
は
ほ
と
ん
E
手
汚
働
で
お
こ
な
わ
れ
、
総
出
炭
高
円
約
二
%

の
み
が
機
械
に
よ
っ
て
積
込
ま
れ
て
い
た
。
固
有
化
後
、
動
h
M
積
込
機
の

使
用
は
急
速
に
広
ま
り
、
戦
後
の
炭
鉱
機
械
化
を
代
表
す
る
も
の
と
な
っ

た
。
第
四
表
の
一
国
す
と
お
り
、
そ
り
使
川
状
況
は
地
区
に
よ
り
は
な
は
だ

し
〈
不
拘
争
で
、
一
九
五
八
年
に
束
ミ
ザ
ド
ラ
ン
ズ
で
は
総
出
炭
高
の
約

半
分
が
機
械
に
よ
っ
て
積
込
ま
れ
た
の
に
対
L
、
東
-
出
地
区
で
は
そ
の
比

率
は
、
わ
ず
か

0
・
六
%
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
も
、
全
地
区
を
平
均
す
る

第
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八
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イ
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Z
仏
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μ
語
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I
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沢
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P

竺
沼
一
川
口
川
パ
パ
パ
J
U
i

川
川
|
斗
問
主

柑

一

龍

一

四

一

日

日

間

山

山

岨

M

M

一
日
一
町
的

肱

E
L
i
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l
i
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I
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l
i
-
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口

羽

一

¥

一

ド

部

ム

市

部

ズ

ズ

部

市

ス

一

戸

2

U
一

¥

一

y

y

ン

一

K

I

t

-

¥

一

一

フ

ラ

ラ

リ

一

l

p

E
一

¥

似

て

ト

』

ラ

北

北

ド

ド

間

同

一

B
団

山

¥

一

リ

ヴ

ツ

ギ

一

C

四

百

一

¥

:

一

=

、

一

2
一

¥

甜

一

ス

北

ダ

京

西

車

問

聞

東

ィ

一

N

h

ー
と
、
総
間
山
氏
而
の
一
一
八
%
が
一

O
一
八
台
の
動
力
積
込
機
に
よ
っ
て
採
炭

さ
れ
、
切
羽
に
お
け
る
生
直
性
を
著
し
く
高
め
た
。

ω
境
内
支
柱
採
炭
の
機
械
化
の
拡
大
は
、
抗
内
支
柱
技
術
の
改
良

に
品
川
う
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
固
有
化
後
に
お
け
る
主
要
な
発
展
は
、
可
縮

性
支
柱
白
採
用
で
、
一
九
五
八
牛
に
お
け
る
こ
の
型
の
支
柱
が
全
切
羽
支

引
に
お
い
て
L
め
る
比
重
は
、
六
年
前
の
一
怖
か
ら
二
五
%
に
増
大
し
た
。



ω
運
搬
レ
イ
ド
報
告
に
担
い
て
坑
内
運
搬
の
合
理
化
の
遅
れ
が
、

イ
ギ
り
ス
炭
鉱
業
の
低
生
産
性
の
最
大
の
原
因
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
固
有
化
の
の
ち
勤
力
積
込
機
が
件
及
す
る
と
し
ι

も
に
、
運
搬
過
世
に

お
け
る
大
規
艇
な
改
善
の
必
要
が
い
っ
そ
う
痛
感
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

か
く
て
選
権
過
程
に
お
け
る
改
善
は
、
二
つ
の
方
向
で
お
こ
な
わ
れ
た
。

コ
γ
ベ
ア
と
機
関
車
の
急
速
な
導
入
が
こ
れ
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
い
ら

い
、
旧
式
な
ロ

l
プ
運
織
は
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
代
置
さ
れ
、
幹
線
お
よ

び
支
線
を
ふ
〈
む
宅

ι内
坑
道
に
お
け
る
コ
ン
ヘ
ア
の
延
長
距
離
は
、
一

九
四
八
年
と
一
九
五
六
年
の
間
に
、
人
七
五
マ
イ
ル
か
ら
二

0
0
0
マ
イ

ル
ヘ
k
倍
加
し
た
。
機
関
車
も
一
九
四
七
年
の
約
八

O
台
に
た
い
し
、
一

九
五
六
年
末
に
は
九

O
O
Aコ
以

t
に
激
増
し
た
。
坑
内
設
関
車
は
、
現
在

主
と
し
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
・
エ
ン
ジ
ン
を
動
力
と
し
て
い
る
が
、
電
気
機
関

車
も
ま

t
増
加
し
て
い
る
a

そ
れ
と
〉
一
も
に
旧
式
鉱
石
運
搬
桶
は
、
一
な

い
し
八
ト
ン
の
積
戒
力
を
も
っ
大
君
事
に
と
り
か
え
ら
れ
、
}
九
五
六

年
末
に
は
約
二
万
三

0
0
0台
の
炭
車
が
使
用
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
か

か
る
炭
車
の
大
型
化
と
と
も
に
溢
上
げ
機
の
近
代
化
が
は
か
ら
れ
、
ス
キ

ヅ
プ
巻
J
げ
段
、
電
気
巻
上
吋
機
な
ど
が
保
則
さ
れ
た
。

同
選
炭
固
有
化
後
、
選
民
過
程
に
は
約
五

C
C
C万
ポ

γ
ド
が
投

下
さ
れ
、
二
五
り
の
洗
炭
設
備
が
新
設
さ
れ
た
。
さ
ら
に
微
柄
炭
を
処
型

す
る
一
一

O
台
の
浮
遊
選
炭
設
備
が
建
設
き
れ
、
川
出
質
を
著
し
く
改
善
し

た
む
こ
う
し
た
合
理
化
の
結
果
、
機
械
に
よ
る
非
民
高
比
半
は
一
九
四
七

年
の
四
七
%
か
ら
一
九
五
八
年
に
は
六
二
%
に
上
昇
し
、
他
方
手
選
の
比

イ
ギ
リ
ス
嵐
拡
固
有
化
の
宍
績
と
問
題
点

本
は
、
三
五
怖
か
ら
一
五
%
に
減
少
し
た
。

制
コ
ー
ク
ス
炉
一
九
四
七
年
に
旧
炭
鉱
会
社
に
属
し
て
い
た
五
五

基
白
コ

l
ク
λ
炉
設
備
が
、
石
炭

H
に
接
収
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
〈
は
小

規
模
、
非
能
率
で
増
大
す
る
コ
ー
ク
ス
需
要
に
応
ず
る
こ
主
が
で
き
な
か

っ
た
。
石
炭
げ
は
、
国
有
化
後
一

0
年
同
に
総
額
三
人

O
O万
ポ

y
ド
を

投
資
し
、
コ

l
ク
ユ
炉
の
再
建
と
新
設
を
お
こ
な
っ
た
。
一
九
五
六
年
一

O
月
に
完
成
し
た
東
一
、
マ
ド
ラ
ン
ズ
地
区
の
ア
ヴ
エ
ニ
ユ
・
コ
ー
グ
ス
化

学
工
場
は
、
一

O
ι
O万
ポ
ン
ド
を
つ
い
や
し
た
石
炭
庁
長
大
町
事
業
で

あ
っ
た
。

以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
神
戸
伎
の
炭
鉱
業
A

品
化
に
は
、
二
つ
の
方

向
。
か
あ
っ
た
。
一
つ
は
手
労
働
を
機
械
化
し
た
こ
と
で
あ
り
、
他
は
流
れ

作
業
を
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
た
く
、
こ
の
丙
者
は
相
互

に
規
定
し
あ
っ
て
出
炭
能
率
を
上
井
ぜ
し
め
た
。
採
炭
に
お
け
る
動
力
積

込
機
の
一
驚
肌
典
的
発
展
を
起
動
点
と

L
、
運
撤
過
程
に
お
け
る
コ
ン
ベ
ア
と

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
普
及
に
よ
り
、
切
羽
か
ら
選
炭
に
い
た
る
流
れ
作

業
の
速
度
が
増
大
す
る
と
と
本
に
、
坑
外
設
備
の
一
近
代
化
が
は
か
ら
れ
た

た
め
、
イ
ギ
リ
九
炭
鉱
業
は
そ
の
面
目
を
一
新
す
る
に
い
た
っ
た
。
そ
の

結
果
、
久
し
く
沈
滞
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
炭
鉱
業
の
生
産
性
も
、
固
有
化

後
は
上
却
引
を
つ
づ
け
、
一
九
同
五
年
の
一
交
替
当
り

0
・
九
七
ト
シ
と
い

う
宙
開
端
に
低
い
水
準
か
ら
、
一
九
五

O
年
に
は
一
・
一
九
ト
Y

と
は
や
く

も
戦
前
の
最
高
水
埠
を
波
駕
L
、
さ
ら
に
一
九
五
八
年
に
は
切
羽
に
お
い

て
三
・
五
二
ト
ン
，
全
体
で
一
二
六
ト
ン
と
い
う
最
高
記
封
を
出
し
た
。
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イ
ギ
り
ス
炭
鉱
国
有
化
の
訟
績
と
問
題
点

〈
辺
)

こ
れ
は
ヨ

I
ロ
ヅ
ハ
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
加
凱
国
の
い
ず
れ
よ
り
も
高
か
っ

た
品
で
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
生
産
性
の
井
に
も

か
か
わ
ら
子
、
一
九
五
二
年
以
降
、
出
炭
高
が
停
滞
し
士
の
は
何
ゆ
え
で

あ
ら
う
か
。
わ
れ
わ
れ
は
つ
ぎ
に
そ
の
原
悶
を
追
求
し
た
け
れ
ば
な
ら
な

L
 ω
一
九
三
六
年
に
お
け
る
総
採
炭
量
に
た
い
す
る
機
械
採
炭
の
比
率

は
、
ア
メ
リ
カ
九
九
三
明
、
ド
イ
ツ
八
七
-
O
%
に
た
い
し
イ
キ

リ
メ
は
五
五
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

ω
戦
後
イ
ギ
リ
ス
民
鉱
業
合
理
化
は
、
一
九
四
五
和
一
一
一
月
公
表
さ
れ

た
レ
イ
ド
報
告
に
一
市
さ
れ
た
線
に
沿
っ

C
進
め
ら
れ
た
。

何

W

H

A

ハ
い
回

E
〈

E
C
ロ
m
E
R
o巴
司
足
包
、
司
ロ

川
刊

H
L
h
F
官
官
ユ
宮
呂
田
}
℃
区

ω
H
L
門

司

}

同

4
2仲
町
C
同
呂
町
吋
』

}

U

N

A
肝

川W
H

A

ハ
い
回
}
問
。
司
O
ユ
甘
同
呂
町
田
一

E
V
E
H
N
1
5
-

開
閉
(
い
回
一
河
台
市
C
同
庁
内
G
H

呂
町
ω
七
戸
。

M
W

各
国
の
運
殿
夫
一
人
当
り
処
理
石
炭
ト
ン
数
は
、
ア
メ
リ
カ
玉
。

ト
γ
、
オ
ラ
ン
ダ
二

C
i二
五
ト
ン
に
土
い
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

わ
ず
か
五
ト
ン
と
い
う
驚
く
べ
き
差
異
が
あ
っ
た
(
冨

E
H
淳
司
丘

町
ロ

R
L
E
M
-
唱
。
d
2
F
円
。
己
目
白
国
己
開
i

問
。
唱
。
込
。
同

5
0
叶
o
n
y
E
o
t

〉仏
4
5
0

コ〔
O
己
記

HES--∞
台
市

u
u
〉
。

川
明
ヌ
門
司
』
回
。
唱
。
同
伴
内
C
H
H
u
g
-

目
当
日
旧
日
凶

同

百

円

司

』

問

。

]
u
O
H
伴
内
。
同
居
間
戸

E

V

H

b

H
日

付

H
A

円
切
叩
同
』
吉
見
向
C
H
H
甲
山
。
}
宮
》
同
仏
日
間

伸
一
九
五
O
年
五
月
の
「
シ
ュ

l
マ
ン
・
プ
ラ

γ
」

rも
と
ず
レ
て

第
八
十
八
巻

四
O 

第

号

回。

つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
、
両
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、

ル
ク
セ
ン
プ
ル
グ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
り
六
カ
国
討
、
こ
れ
に

加
盟
し
て
い
る
。

四

炭鉱骨働事情 者アこ雇

ー ァ~の L主「
I 1938 I 1947 I 1952川町円|協かに一

一一一一上三~I__H土ピ」一一|力に進九
労働者数千'A)I 782: 711 I 716 I 710 jを戦ん二

抱 、 山 I '" I "0  I .. i う前で六
欠勤率(%) 7.08 I 12.4 I 12.0 I 13.8 Iるの協年

スト岬(千トン)I 凶ド，655i 1，388 i 1，828 I ~エ 22
--n; リよコキ

Economist， Apru 24， 1948および石炭庁 、スうス

年報より作成 炭炭とト
鉱鉱す以
同業る来

L るたりお労とたつ者 εあ有の気イ
r; tこ。最、け使らもい数あっ化労夙ギ
ごい以大こる|羽にのて、ったに使がリ
。 Fのれよ係よで、欠た。か闘な λ
、要がりはるあ戦動か果け係か炭
実困出も 、とる前三事。 L らがつ鉱
情で炭む戦問。とお第てれ劣た'l労
をあ商し前有こ戦よ五モアこ思」働
立るのろの化の後び表の期でくで者
入と増悪 I昔、後哀 L ^は実待あ Z は
つ推大化有にがをト在情のり 1
-c定をL.割j甘示比減籍は一、ム
検さ妨て下けす較産労どっ労 22般
討れげおにるとしに働うで働呂に

第五去

労
働
力

戦
後
イ
ギ
リ
ス



炭
鉱
業
に
お
け
る
最
大
の
悩
み
は
、
労
働
者
の
不
F
で
あ
り
、
「
ダ
手
グ

ν
ス
の
剣
」
の
よ
う
に
そ
の
存
立
を
脅
か
し
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
イ
ギ

リ
ス
炭
鉱
業
の
段
低
必
要
労
働
力
じ
二
万
人
を
超
去
た
の
は
、
わ
ず
か
に

一
九
四
八
、
一
九
閉
九
年
の
同
年
。
み
で
、
他
は
七

O
万
人
前
後
に
と
ど

ま
っ
た
。
と
く
に
一
九
五
一
年
以
降
、
再
軍
備
態
勢
の
進
捗
に
之
も
た
う

軍
需
工
業
部
門
の
労
働
力
需
要
の
噌
大
に
よ
っ
て
、
工
業
地
帯
に
あ
る
東

北
地
区
、
西
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
地
区
お
よ
び
西
南
地
区
の
炭
鉱
は
、
深
刻
な

労
働
方
の
不
足
に
悩
ん
だ
。
こ
の
対
策
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
石
炭
庁
は
、
福

利
施
設
の
完
鮪
.
住
生
の
優
先
提
供
、
職
業
教
育
施
設
な
ど
労
働
条
刊
の

改
善
を
お
こ
な
い
、
年
少
労
働
者
の
新
規
採
用
、
経
験
労
働
者
の
入
坑
奨

励
、
外
国
労
働
者
の
採
用
な
ど
万
全
の
措
置
を
講
じ
た
。
そ
の
結
呆
、
一

九
豆
一

J
一
一
年
に
は
、
年
少
労
働
者
四
万
六
二

0
0入
、
経
験
労
働
者
六

万
一

0
0
λ
の
人
坑
を
み
、
三
万
九

O
C人
の
純
増
を
示
し
た
が
、
一
九

五
三
年
以
降
に
は
離
職
が
入
職
を
」
廻
っ
た
た
め
、
毎
年
純
減
傾
向
を
た

ど
っ
た
。
炭
鉱
労
働
力
不
込
の
原
囚
と
し
て
は
、

ω百
肥
川
加
の
不
安
定
、

ω

低
賃
金
、

ω劣
恕
な
作
業
条
件
、
川
刊
社
会
的
地
位
の
低
い
こ
と
、
川
何
地
方

運
輸
機
関
と
軽
工
業
の
急
速
な
発
達
に
よ
り
労
働
市
場
が
拡
大
ル
た
と
と
、

ω炭
鉱
訓
帯
に
お
け
る
出
生
半
の
低
下
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

B

)

欠
勤
第
五
表

r
示
し
た
よ
う
に
田
市
化
後
に
お
け
る
欠
勤
比

率
は
、
二
一
な
い
し
一
四
怖
の
高
半
を
一
M
L
、
戦
前
の
二
倍
に
達
し
て
い

る
。
欠
勤
は
、
流
れ
作
業
の
進
行
を
中
断

L
、
作
業
の
迅
辿
化
を
妨
げ
る

が
、
と
く
に
切
羽
田
の
労
働
者
に
お
い
て
欠
勤
車
が
高
い
た
め
、
出
炭
一
両

イ
ギ
リ
ス
炭
鉱
凶
有
化
の
実
績
と
問
題
育

に
お
よ
ぽ
す
作
用
も
き
わ
め
て
大
き
か
っ

b
o
全
国
石
炭
斤
は
、
欠
勤
率

を
引
下
げ
る
た
め
、
一
方
に
お
し
い
て
い
動
賞
与
制
を
も
う
け
て
出
勤
を
奨

6
 

励
す
る
と
と
も
に
、
他
方
、
積
々
の
処
出
制
度
を
も
っ
て
の
ぞ
ん
だ
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
欠
勤
比
率
が
漸
増
傾
向
に
あ
る
乙
と
は
、
さ
舎
に
述

べ
た
労
働
時
同
の
延
長
と
低
賃
金
に
よ
っ
て
労
働
者
が
過
労
に
陥
り
、
勤

労
意
欲
を
喪
失
し
て
い
る
こ
と
を
語
る
も
の
主
恩
わ
れ
る
。

(

C

)

労
働
争
議
固
有
化
の
現
実
に
た
い
す
る
労
働
者
の
不
満
は
、

労
働
争
議
の
増
加
に
端
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
固
有
化
以
降
、
毎
年
一

五
C
C
I
一六

0
0件
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
っ
て
一

0
0
1二
心
リ
万
ト

ソ
に
迷
す
る
減
産
を
記
録
し
て
い
る
。
固
有
化
に
よ
っ
て
争
議
を
減
少
せ

し
め
よ
う
と
し
た
一
般
司
期
待
は
、
完
全
に
英
司
ら
れ
、
戦
前
よ
り
む
し

ゐ
悪
化
し
て
い
る
の
は
、
皮
肉
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
固
有
化
後
の
ス
ト

ラ
イ
キ
に
お
い
て
柁
目
に
あ
た
い
す
る
の
は
、
つ
ぎ
の
二
点
で
あ
る
。
第

一
、
国
右
化
後
の
ス
l
ラ
イ
キ
は
す
べ
て
組
合
本
部
の
指
令
を
無
視
し
た

山
机
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
っ
て
、
数
日
間
継
続
す
る
地
方
的
な
性
質
の
も
の

で
あ
る
こ
と
。
た
L

と
え
ば
、
ョ
ク
シ
ベ
ー
に
お
け
る
一
ー
汎
四
九
年
の
ス

ト
ラ
イ
キ
発
生
数
の
七
五
%
は
二
日
以
円
で
お
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は
、
組
合
幹
部
と
一
般
組
合
員
の
反
日
の
証
左
L
ζ

み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
二
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
原
因
は
や
は
り
賃
金
を
め
ぐ
る
問
題
が
一
番
多
く
、

一
九
四
七

1
五
一
町
の
ス
ト
減
産
の
ほ
と
ん
ど
半
分
は
こ
れ
に
よ
る
も
の

で
あ
る
u

そ
の
ほ
か
作
業
万
法
、
週
五
日
制
、
仰
川
胆
、
紛
争
解
決
の
遅
滞
、

炭
鉱
閉
鎖
な
ど
が
こ
れ
に
つ
づ
い
て
い

h
o
職
種
別
に
み
る
と
、
此
内
切

第
八
十
八
巻

第

四

四



イ
ギ
リ
ス
炭
鉱
国
有
化
の
実
績
と
問
題
点

羽
労
働
行
の
ス
ト
が
極
め
て
多
く
、
ス
ト
件
数
の
約
半
数
を
し
め
て
い
る
。

石
炭
庁
は
、
こ
れ
に
た
い
し
て
組
合

n
経
営
の
合
同
調
査
、
違
反
在
の
起

訴
、
罰
金
、
炭
鉱
閉
鎖
、
解
雇
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
的
、
か
え
っ

て
新
し
い
争
議
の
種
主
主
〈
結
果
に
終
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

川

川

ハ

ヨ

E
1
3‘
0
『
司
c
o
-
n
H
Mハ↑

P
U
4
2一
4
2
y
u
-
g

ω
4
3
0
何

S
ロ。
E
E
Y
]
百
円
2
4
4
F
Z当
ヨ

唱

由

川

口

出

国

巳

a
g
J
ロ

4

2
丹
市
】
∞
寸

川
口
司
ロ
凶
]
言
HHM
・
4
2
7
弓
呂
田
l
M
8

的
欠
勤
率
が
一
%
減
少
す
れ
ば
、
約
一

0
0万
ト
ン
の
増
買
が
可
能

ー
と
い
わ
れ
ゐ
(
。
出
国
己
〔
7
2
F
。
喝
の
M

伸
一
切

NS)。

川
川
処
同
の
内
容
は
、
格
下
げ
、
夜
勤
に
ま
わ
す
こ
と
、
響
告
、
罰
金
、

起
訴
、
解
牒
な
ど
で
あ
る
(
の
出
国
己
色
調
ョ
。
-
U
2
7
匂
同
色
)
。

仰
の
国
ロ
巴
己
主
ロ
ョ
。
司

2
7
司

立

川w
口
出
国
巴
ユ
ヨ

p
o℃

2
7
唱
団
寸

川
仰
の
出
回
旦
雪

H
P
4
2
一
司
立

川
仰
の
司
出
己
雪

5
4
2
-
2

亙

き
て
、
以
上
の
分
析
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
固
有
化
後
、
政
府
の
財

政
的
援
切
の
も
と
に
大
規
模
な
八
円
理
化
が
遊
行
さ
れ
、
生
産
性
が
上
井
し

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
出
炭
高
が
の
び
な
や
ん
だ
の
は
、
固
有
伯
が
労
使

関
係
を
根
本
的
に
改
普
す
る
こ
し
/
を
え
ず
、
勤
労
意
欲
が
低
下
し
た
た
め

で
あ
る
こ
と
を
珂

b
か
に
し
た
。
か
つ
て
レ
イ
ド
報
告
(
一
九
四
五
年
〉

は
、
イ
ギ
り
ス
炭
鉱
の
根
本
町
技
術
革
新
を
勧
告
す
る
と
と
も
に
労
使
関

第
八
十
八
巻

四

第
一
号

四

係
が
改
善
さ
れ
血
以
上
、
そ
の
技
術
的
勧
告
の
価
伯
が
大
い
に
減
殺
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
と
警
告
し
た
的
、
こ
の
干
言
は
不
幸
に
も
的
中
し
た
か
に
見

え
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
た
だ
ち
に
出
炭
高
停
滞
の
責
任
を
労
働

者
の
み
に
帰
し
、
労
働
者
の
非
協
力
的
態
度
吉
一
方
向
に
非
難
す
る
己
主

は
、
妥
当
を
か
く
で
あ
ろ
ん
バ
。
禍
恨
は
、
む
し
ろ
か
か
る
労
働
問
題
を
生

み
だ
し
た
炭
鉱
業
の
劣
悪
な
労
働
条
件
に
こ
そ
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

他
の
民
間
産
業
に
豊
富
低
版
な
石
間
を
供
給
す
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
る
か

ぎ
り
、
国
有
化
は
炭
鉱
労
働
者
に
低
賃
金
と
労
働
強
化
を
押
し
つ
け
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
こ
に
一
つ
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

川

E
E
2
4
0『
町

z
z
z
a
E
d
d
o吋

3
2
-
g

ω
拙
稿
「
R
・
ケ
ル
フ
・
ユ
]

z

ン
「
イ
ギ
リ
ス
町
一
固
有
化
ド
グ

マ
の
終
需
!
と
(
経
済
論
叢
第
八
王
争
第
一
山
一
勺
〉
参
照
。

同
イ
ギ
リ
ス
炭
の
側
怖
は
、
ヨ

l

ロ
ソ
バ
諸
国
の
炭
伽
町
中
で
も
っ

と
も
安
か
っ
た
。
た
と
え
ば
て
九
五
七
年
一
一
月
の
工
業
川
蝉
炭
白

山
一
五
何
摘
は
、
ル
ー
ル
一
句
八
志
三
片
、
フ
ラ
ン
ス
一
六
凹
志
六
月
、

ベ
ル
ギ
ー
一
四
三
士
山

O
H
に
た
い
し
イ
ギ
リ
ス
九
六
志
七

H
で
あ
っ

た

Q
L
σ
o日
己
。

E
Zヲ
PHE】
呂
田
∞
一
司
呂
町
〉
。

本
摘
は
一
九
六
一
年
一
月
一
九
口
京
都
大
学
経
済
学
会
で
な
さ
れ
た

剖
刑
判
に
加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。


